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八幡平いにしえの宝
（市内の貴重な文化財や自然などを紹介します）
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松尾地区の大量出土銭
　昭和58年頃、旧松尾村の砂利道を整備舗装した際に、土地所有者
の家族が古銭を発見しました。その後、土地所有者の依頼を受けて
教育委員会が調べたところ、大量に散乱した状態で、約8,000枚の
古銭が出土しました。これは県北部で最大の出土枚数です。
　付近から陶器の破片が出土していないことから、麻袋や木製の器
などに納めて埋めたものと思われます。古銭は、大多数を中国の
渡
と ら い せ ん

来銭が占めていて、最古のものは五
ご し ゅ

銖（後
ご か ん

漢：初
しょちゅうねん

鋳年西暦24年）、
最新のものは至

しだい つ う ほ う

大通寶（元
げん

：初鋳年1310年）で、国産の皇
こうちょうじゅうにせん

朝十二銭の
萬
まんねんつうほう

年通寶（初鋳年760年）も含めて62種類ありました。埋蔵された時
期は、14世紀頃と推測されます。
　大量に銭を埋めた理由は不明ですが、付近に下川館跡があること
から中世城館との関係が考えられます。また、かつて山王権現を
祀
まつ

った堂宇があったことから、信仰との関係があるかもしれません。
　この時代の日本は、独自の銭貨を作らずに、中国から大量に輸入
していました。大量に出土した古銭は、市および東北の中世の経済
状況と信仰を証明する貴重な資料です。
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・「日本貨幣カタログ」（1998）㈱紀伊國屋書店
・「岩手県中世城館跡分布調査報告書」岩手県文化財調査報告書第82集（1986）岩
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・「岩手県史　中世篇上」岩手県史第2巻（1961）㈱杜陵印刷
・「松尾村史」（1989）松尾村
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仕込みそ加工承り中‼
味噌技能士が自信をもって加工します

原料持ち込みは「麹屋もとみや味噌工房」まで！
大更・松尾地区は下記預かり所にて承ります
地　　　　　区
松　尾　地　区
大　更　地　区

預　　り　　所
小田島商店(酒)
㈲山口商店

電 話 番 号
７４－３０２５
７５－１３６５ 麹屋もとみや 本　　店　八幡平市清水133－3

　　　　　℡　７２－２１４５
味噌工房　八幡平市寺志田165－28
　　　　　℡　６３－１７００

春の味噌教室開催
　　　　　　　　　　　午前10時30分開始
開催日：３月10日㈰・24日㈰
場　所：味噌工房「惇」　 会  費：2500円／人

五銖銭

萬年通寶


